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土　壌　水　分　が　蚕　豆　の　落　果　に　及　ぼ　す　影響

相　　原　　四　　郎

（宮城県点試）

1．　生　え　が　書

査豆は洛肯．落花，洛輿が多く，収穫輿は普通15－加

％忙しか達しない．しかも媒壌条件によって相当大巾な

変異のあることも誠められる・

蛮者はさきに減光が落花に及ぼす影響について検討し・

慮度の洩光は落花を誘発することを報告したが，今回は

土壌水分の多少との関係について調査した転巣を報告す

る．

尚この調査は19⑳年痛樋したもので19伽年寄実施した

ものである1

2．　抗　鹸　方　法

供用した品種は一寸蚕豆で．鉢踵劇が畑月16日（直酪），

1区6－7株の8回反税とし．我植密度は花畑X45‘瓜と

した．

試験場所は自然降水による土壌水分の撹乱を防ぐため

ガラス宝を使用し，土壌水分区別化し：沙％．五％，∞％．

洛％の4区を設け馳花始の3月a日工少人為的に夫々の

目線にそって潅水したが．目標通りにはゆかず・第1表

のような経過をたどった．その后潜水は夫々の区に応じ

た量を決め，2－3日置きに収穫終期までつづけた・

車 1 表　 ＋壌水 令 の継 i飴　　　　　　　　 （奇 骨 ％ ）

て ここ こ 調 査 月 日

区 別

3 凡／2 日 ／2 i ／汐 4 ／1 ／ 5 ／ 11 ／ 2 5 ／ 9 ／盟 平　 均

1　 区 』 ％ 24．1 ：召・2 a j・2 盟．0 2ト5 18 ・5 20 ．2 16・5 17 ・6 a ・2

2　 区 25 迷．3 ：右，9 が・5 盟 ・2 盟．9 ：2 ．6 23 ・7 18 ．5 18．6 jB ・5

8　 区 那 26，3 王汀．8 王あ．2 訪 ・5 g r・2 ど7．1 雄 一9 a i．6 24・6 王お・2

4　 区 35 】打・7 三£・9 盟 ・7 公 ・5 2 7 8 盗・1 渉 ・4 2 7・2 2 7．1 公．9

開花中期では各区の闇に発芽率，花粉管長の点では差

が弛められないが．1区の花粉は検径が若干短かいよう

である・

囲北路勘では1医が花粉管長が短く在って狩れ花粉

椴は小型となっている・

各払共に開花中期の花粉に比し，絶朋のものは′ト型

となって右▲少，且花粉管長も短かい板東を示した・

「の機能に及ぼす影響調査給果

花粉の発芽調査は摘花中期と終期の2回行をい・発芽

妹は寒天1％，煮楯迎％で作り，2匝1反枝で実施した・

5．　試　験　綿　糸

1　花粉の無能に及ぼす影響

的花中朗の4月7日と．後期の4月別＝］の2回につい

ての細萱転巣は窮2表の通力である・

第2表　土饅水分が査豆

区 項 目

■

4 月　 7 日 置 昧 【　　　　　 4 月 旗 日 置 昧

2 3 Jl 后 ， 15　 －　 20 ℃ 別 人 后 ． ：は ・－ 】点℃

花　 管 長　裁 ．7 Jl 花 粉 ＿」 を 径　4 5 8 月 花　 粉　 敗　 径 花　 粉　 管　 長 花　 粉　 執　 径 花　 粉　 縦　 径

1　　 区 盟 ・5 九 192 ．6 Jl 41 ．8 Jl 盟 ．4 ん

2　　 区 g 7．5 一灯 ，6 Z I・5 加 ．8 一弘．2 王ら・7

a　　　 区 払 ．2 4 7 ，5 ：9 ．4 g 和 ・9 超 ．5 】狙 ・9

4　　 区 戎汀8 ゼ7．8 2 ）・5 盟暖．2 43 ・8 払 ．9

注　各時期，各区共に発芽率は100％

乙　的花数，着火数，収量等に及ぼす彫智

1株当りの開花数．着失敬等托ついて調査した松巣は

顔　衣の通　であ打　開花数については有意麦は絡めら

れないが．3区までは土壌小分の多くなるにつれて鵬花

訳も多くなる傾向を示してレしる・

着爽猫は1％以上の毛忘麦があり・着頻歩合では5％

水準で有意差が始められた■

第3表　開花，着嚢等調査患黒く1株当）

㌫ 躍
閑 花 数 着 犬 猫

　 共
歩 合

着 蕾

枚 数
室　 長

根 の

乾 物 重

1　 区 181 ．3 コ B l．7 コ 14．7 ％ 12・1本 1釦 ．三戸 瓜 ・5 g

2　 区 加 ．9 42 ．さ 劫 ・5 n ．7 14 6 ・4 亜 ・5

3　 区 2日・8 伍 ．6 三池 ・7 16 ．8 175 ・3 6 1 ・5

4　 区

∫

2亜ト7

ル 5

霊 ：…感 謎 14 ．6 186 ．8 4 2 ・5

住着乗数は枚穫爽軌垂長は収穫絶時
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垂長は土壌水分の多い屡程高くなってかれ室数はは　収量か増加して1・・一る．しかし4区は3区よ少若干底収と

つき少した関係吐謎められなかった．　　　　　　　　　　　なっている．

収量は第4表の通力であわ壊乱重量共に1％以上の　　8枚共・2位葵∫1枚頻の構成割合は区の尚に大きい

水準で有意差が弛められ，土壌水分が多くなるにつれて　　差は弛められなかった．

第4未　収呈調査結果（1株当）

項 目

区別

収　 穫 期 8　 枚　 共 2　 位　 共 1 枚　 共 合　　 計

始 終 乗　　 数 重　　 量 奨　 旦 重　　 量 乗　　 数 重　　 宝 共　　 数 重　　 量

1　　 区 6 月 1 日 7 月 2 日 1・5 コ F　 伊・5g 9万コ 一 東 ．2g ； 18 ．3 コ 却 ・8g 別・7 コ 邸2・5g
2　 区

各　 区

7 月 4 日 1．6

8 9

75 ．0 17 ・5 丘冷．2 三万．7 46 7．5 一蛇・8 1．14 1・7

4　　 区 2．8
lJ灯・7

1加 ．7

お ・9

2 畑

946 ・7

1習7．2

3 1．8

が．8

613 ．3

試）5．1

6 5，6

！2 ．2

l J（汀，7

1．358 ・5

4．　考　　　　　　繁

蚕豆の開花期間中の土壌水分の多少は落花等に大きい

影響を及ぼすことが以上の結果から判明した．

花粉の機能について見るとか％前后の土壌水分では開

花中期の花粉は．その摸径が若干短かくなってかわ，終

期では史に縦径も短かくなって．小型化してか少，花粉

管長もその伸長が不良となることが弛められた∴

しかし．この程度の機能低下が果して授精不能とな少

落花の誘国に直接結びつくものかどうかは不明であるが

それ相当の乾燥は養水分の吸収に影響して，それが花粉

の機能を低下させ，落花誘凶となるのではないかと推祭

される．

又開花終期の花粉は，中期の花粉に比べて何れの土壌

水分の区であっても小型化し，機能も低下していること

が認められ－　これは結葵．奨肥大と養分の需要量の増加

にともなって花粉そのものの質が低下するのであろうと

考えられる．

収穫共蔀は落花．洛夷に支配されるわけであるが，土

崩水分の低い区捏収穫葬は少く．又成程度以上の水分で

も収量が低下することが詠められ，前者の場合は餐水分

の吸収が抑制され，そのため落花共が増加し．後者の場

合は板の伸長や，その機能が低下し．地上部は徒長生育

となったためであろうと思われる．・

このように土壌水分の多少如何は蚕豆の落花典に大き

い彫智を及ぼし，その生産量を左右する重妾な堂凶であ

ることが認められ．茄％前後が最良の結集を示してお力

相当の九分を必穀とすることが判明した．

寒地　に　お　け　る　ね　ぎ　の　品種　と　生態

第1報　早出と普通栽培の品種について

平尾陸郎・酒井雄行

（再森県展試）

青森腺におけるねぎ生産の冬作型に迫応する劇痛選抜

試虞を行った．

本試験は1ヶ年の成績ではあるが．各曲踵の生態が認

められたので結果をまとめて報告することにした．

な料本試巌で本県三戸都南帥町産の南融太ねぎの相性

調査も行ったので併せて報告する．

1・　試　験　方　法

1　供試血種

千住（ヤマト檻由）　　　　　石倉（坂田種由）

紗何台柄（ヤマト）　　　　　長谷（馬也踵由）

紗村亦柄（ヤマト）　　　　　札幌（北海迫種田）

会津（福島県）　　　　　　　源吾し禍島県）

凋海（山形県）　　　　　飛弾（岐阜農試）

伯州（鳥取養試）　　　　　高畑（清水挽鰐）

石沢（石沢抹種物）　　　南部（南1（南卸町産）

南部し）（β）（当地産）

（注）　南部（A）（β）は当場で，南部太ねぎエ少．昇少

がよく，垂良の長い，分けつの少い1本ねぎ系統を選抜

育成中のもの．


